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解　

題

古
本
屋
か
ら
入
手
し
た
「
満
州
及
び
北
鮮
か
ら
帰
還
し
た
同
胞
の
体
位
並
に
栄
養

状
態
に
関
す
る
統
計
学
的
研
究
」（
第
二
報　

北
鮮
同
胞
）
は
ど
こ
に
も
所
蔵
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
、C

iN
ii

な

ど
の
検
索
サ
イ
ト
で
題
目
（
タ
イ
ト
ル
）
や
「
厚
生
省
博
多
引
揚
援
護
局
」
と
入
力

し
て
検
索
を
か
け
た
が
、
ヒ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
。
第
一
報
の
題
目
は
「
満
州
及
び
北

鮮
か
ら
帰
還
し
た
同
胞
の
体
位
並
に
栄
養
状
態
に
関
す
る
統
計
学
的
研
究
」（
第
一
報　

錦
州
地
区
）
で
あ
る
と
註
1
に
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
報
の
原
本
も
所
在
を
突
き
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

W
ikipedia

か
ら
「
咸
鏡
南
道
」
を
素
描
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

現
在
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
咸
鏡
南
道
と
江
原
道
の
一
部

で
あ
る
。
道
庁
は
咸
興
に
置
か
れ
た
。
朝
鮮
の
東
北
部
、
咸
鏡
道
地
方
の
西
南
側
に

あ
た
り
、
東
北
に
咸
鏡
北
道
、
南
に
江
原
道
、
南
西
に
黄
海
道
、
西
に
平
安
南
道
・

平
安
北
道
に
接
す
る
。
北
に
は
鴨
緑
江
上
流
部
を
隔
て
て
満
洲
と
隣
接
す
る
。
最
北

端
に
白
頭
山
を
擁
す
る
。
咸
鏡
道
は
、
李
氏
朝
鮮
の
行
政
区
分
・
朝
鮮
八
道
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
に
咸
鏡
北
道
と
咸
鏡
南
道
に
分
割
さ
れ
た
。

咸
鏡
南
道
に
は
日
本
窒
素
の
主
要
工
場
で
あ
る
「
興
南
工
場
」
が
あ
り
、
主
に
硫

安
肥
料
を
製
造
し
て
い
た
。「
本
宮
工
場
」
で
は
カ
ー
バ
イ
ド
が
主
要
製
造
品
で
あ
っ

た
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
場
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
工
場
等
も
操
業
し
て
い
た
。
ま
た
咸
鏡

北
道
に
は
永
安
工
場
、
阿
吾
地
工
場
が
あ
っ
た（
１
）。

阿
吾
地
に
は
石
炭
液
化
工
場
や
メ

タ
ノ
ー
ル
工
場
が
あ
っ
た（
２
）。

鎌
田
正
二
『
北
鮮
の
日
本
人
苦
難
記
―
日
窒
興
南
工

場
の
最
後
―
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
七
〇
年
）
は
日
本
窒
素
の
社
員
と
家
族
が
敗

戦
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
に
北
朝
鮮
か
ら
帰
国
し
た
の
か
に
関
す
る
壮
絶
な
記
録
で
あ

る
。「
十　

咸
北
避
難
民
」（
九
八
～
一
一
六
頁
）
に
悲
惨
な
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

鎌
田
正
二
は
『
日
本
窒
素
史
へ
の
証
言（
３
）』
を
編
集
さ
れ
、
第
一
集
か
ら
第
三
〇
集
ま

で
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
続
巻
第
一
集
か
ら
第
一
五
集
を
編
集
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
紐
解

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
関
連
す
る
図
書
と
し
て
、
ヨ
ー
コ
・
カ
ワ
シ
マ
・
ワ
ト
キ
ン

ズ
『
竹
林
は
る
か
遠
く
―
日
本
人
少
女
ヨ
ー
コ
の
戦
争
体
験
記
』（
ハ
ー
ト
出
版
、

二
〇
一
三
年
、
都
竹
恵
子   

訳
）
も
一
読
に
値
す
る
。
記
憶
の
間
違
い
は
多
々
あ
る
だ

【
資
料
紹
介
】「
満
州
及
び
北
鮮
か
ら
帰
還
し
た
同
胞
の 

体
位
並
に
栄
養
状
態
に
関
す
る
統
計
学
的
研
究
」（
第
二
報　

北
鮮
同
胞
）

三

輪

宗

弘
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ろ
う
が
、
韓
国
で
は
、
加
害
者
の
日
本
人
が
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
問

題
と
さ
れ
た
。
坂
口
陽
子
『
海
草
の
旗
―
わ
た
し
の
引
揚
げ
記
録
―
』（
非
売

品
、
平
成
一
八
年
）
は
、
親
が
先
に
帰
国
を
急
が
せ
た
姉
（
高
等
女
学
校
二
年
）
妹

（
小
学
校
五
年
）
が
満
州
の
奉
天
市
か
ら
朝
鮮
の
三
八
度
線
を
歩
い
て
渡
り
、
京
城
、

仁
川
を
経
て
、
船
に
乗
り
込
み
佐
世
保
上
陸
、
有
田
駅
を
経
て
、
伊
万
里
駅
に
た
ど

り
着
い
た
。
父
母
と
奉
天
駅
で
別
れ
て
か
ら
一
年
二
か
月
か
け
て
父
母
と
の
涙
の
再

会
ま
で
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
貴
重
な
回
想
録
で
あ
る
が
、
九
州
大
学
中
央
図
書
館
と

伊
万
里
市
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
森
田
芳
夫
『
朝
鮮
終
戦
の
記

録　

米
ソ
両
軍
の
進
駐
と
日
本
人
の
引
揚
げ
』（
厳
南
堂
書
店
、
昭
和
三
九
年
）
も
手

に
取
ら
れ
た
い
。

資
料
の
解
説
に
戻
る
。
咸
鏡
北
道
と
咸
鏡
南
道
か
ら
の
博
多
港
へ
の
引
揚
者
が
そ

れ
ぞ
れ
六
六
六
（
男
二
九
〇
、
女
三
七
六
）
人
、
一
九
二
五
（
男
八
五
四
、
女
一
〇

七
一
）
人
と
多
い
。
隣
接
す
る
東
満
州
（
朝
鮮
に
近
接
し
た
石
硯
地
方
在
住
者
又
は

同
地
へ
の
避
難
者
で
、
之
が
集
団
と
な
つ
て
咸
鏡
南
道
の
咸
興
に
脱
出
し
て
来
て
、

し
ば
ら
く
こ
ヽ
に
滞
在
し
て
ゐ
た
も
の
）
か
ら
の
引
揚
者
は
、
第
一
表
の
「
東
南
満

州
」
で
あ
ろ
う
が
、
一
八
五
（
男
七
七　

女
一
〇
八
）
人
と
な
っ
て
い
る
。
脱
出
経

路
は
「
汽
車
を
利
用
し
て
北
緯
三
八
度
線
附
近
に
至
り
徒
歩
で
米
国
軍
占
領
地
域
に

出
、
京
城
、
釜
山
間
は
汽
車
に
よ
り
、
釜
山
か
ら
乗
船
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
書
か

れ
て
い
る
。
ソ
連
支
配
下
と
米
軍
支
配
下
の
境
界
で
あ
る
三
八
度
線
を
超
え
、
京
城

ま
で
歩
き
、
汽
車
に
乗
り
、
釜
山
に
向
か
い
、
釜
山
か
ら
博
多
港
ま
で
船
で
帰
還
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
・
西
側
の
満
州
か
ら
の
引
揚
者
は
朝
鮮
の
平
安
北
道
一
〇
九
（
男
一
三
、
女

九
六
）
人
に
は
向
か
わ
ず
に
、
葫
蘆
島
と
大
連
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
日
本
に
引
き

上
げ
た
の
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
を
経
由
し
た
引
揚
者
の
総
数
は
三
一
九
六
（
男
一
四
七

二
、
女
一
七
七
五
）
人
で
女
性
の
方
が
多
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
ソ
連
の
支
配

下
に
置
か
れ
た
た
め
、
そ
の
前
に
先
に
引
き
揚
げ
た
の
か
、
何
ら
か
の
理
由
で
抑
留

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
兵
隊
と
し
て
戦
地
に
赴
い
た
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

男
女
比
で
見
る
と
平
安
南
道
だ
け
が
男
が
多
い
の
が
特
筆
さ
れ
る
。
一
八
六
名
中
、

男
が
一
二
六
名
で
女
性
が
六
〇
名
で
あ
る
。

年
齢
構
成
で
眺
め
る
と
、
20
歳
か
ら
30
歳
ま
で
男
女
比
で
男
が
少
な
い
の
は
徴
兵

年
齢
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
17
歳
18
歳
の
男
女
比
が
「
四
七
人
対
二
八
人
」

が
示
す
よ
う
に
、
兵
役
法
に
基
づ
く
徴
兵
年
齢
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

44
歳
45
歳
以
上
か
ら
男
性
の
割
合
が
高
ま
る
の
は
、
昭
和
一
八
年
一
一
月
の
兵
役
法

改
正
で
45
歳
ま
で
兵
役
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

第
一
図
「
北
鮮
よ
り
脱
出
者
の
人
口
構
成
」（
一
九
四
六
年
五
月
一
九
日－

六
月
一
一

日
上
陸
）
に
よ
っ
て
、
年
齢
別
の
男
女
の
構
成
比
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

北
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
者
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
考
察
を
加
え
て
い
る
。

 

「
そ
の
結
果
は
略
々
錦
州
地
区
（
満
州
）
の
そ
れ
と
類
似
し
て
ゐ
る
こ
と
が
窺
は
れ

る
。
即
ち

（
1 

）
幼
児
就
中
0
～
5
才
間
が
甚
し
く
少
い
。

（
2 

）
男
子
に
あ
っ
て
は
15
～
20
才
間
が
欠
け
て
ゐ
る
。
之
は
終
戦
前
に
於
け
る
召

集
、
終
戦
後
に
於
け
る
強
制
労
働
の
た
め
の
抑
留
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
3 
）
女
子
の
15
～
20
才
間
が
欠
け
て
ゐ
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
或
は
見
本
の

偶
然
が
原
因
と
し
て
ゐ
る
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
。」

 

ま
た
身
長
に
関
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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「
満
6
～
18
才
迄
の
発
育
期
に
於
け
る
男
子
で
は
本
資
料
が
錦
州
地
区
日
本
人
に
比

べ
て
も
劣
り
、内
地
日
本
に
比
較
す
れ
ば
勿
論
3
～
12
糎
の
大
き
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。

女
子
で
も
錦
州
地
区
日
本
人
及
び
内
地
日
本
人
に
劣
つ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
差
異

は
男
子
に
於
け
る
程
で
は
な
い
様
で
あ
る
。」

 

体
重
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

 

「
男
子
に
於
て
満
6
～
18
才
を
見
る
に
内
地
日
本
人
よ
り
は
勿
論
錦
州
地
区
日
本
人

よ
り
も
体
重
の
減
少
が
あ
る
。
殊
に
15
、
16
、
17
才
の
差
は
激
し
い
様
で
あ
る
。
女

子
に
於
て
も
本
資
料
は
内
地
日
本
人
及
び
錦
州
地
区
日
本
人
よ
り
も
減
少
し
て
ゐ
る
。」

 

第
二
図
、
第
三
図
、
第
四
図
で
「
身
長
」、「
体
重
」、「
比
体
重
」
の
「
北
鮮
よ
り

脱
出
の
日
本
人
」「
錦
州
地
区
よ
り
引
揚
の
日
本
人
」「
内
地
在
住
の
日
本
人
」
の
グ

ラ
フ
で
の
プ
ロ
ッ
ト
が
示
さ
れ
、
北
朝
鮮
か
ら
博
多
に
帰
還
し
た
６
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
日
本
人
の
発
育
状
況
が
満
州
地
区
の
引
揚
者
よ
り
も
悪
か
っ
た
、
つ
ま
り
栄
養

状
態
が
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

総
括
し
て
「
身
長
、
体
重
及
び
比
体
重
だ
け
か
ら
栄
養
状
態
を
推
察
す
れ
ば
本
資

料
の
発
育
期
に
於
け
る
も
の
は
大
略
１
年
の
発
育
遅
滞
が
あ
る
様
で
あ
る
。」
と
、
北

朝
鮮
か
ら
の
引
揚
者
の
栄
養
状
態
が
よ
く
な
い
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注
（
1
）  

堀
和
夫
『
朝
鮮
工
業
化
の
史
的
分
析
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
二
五
五
～
二
六
五
頁
。

（
2
）  

永
安
に
は
宇
部
窒
素
工
業
の
ル
ル
ギ
式
低
温
乾
溜
工
場
が
あ
り
、
阿
吾
地
に
は
朝
鮮

石
炭
工
業
の
直
接
石
炭
液
化
の
工
場
が
あ
っ
た
。
後
に
朝
鮮
人
造
石
油
阿
吾
地
工
場
は

昭
和
一
八
年
五
メ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
転
換
さ
れ
た
。
人
造
石
油
事
業
史
編
纂
刊
行
会
『
本

邦
人
造
石
油
事
業
史
概
要
』（
非
売
品
、
昭
和
三
七
年
）
五
頁
、
二
六
頁
。
大
塩
武
『
日

窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
研
究
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
九
年
）
一
五
四
～
一
五
五
頁
。

（
3
）  

「
日
本
窒
素
史
へ
の
証
言　

全
四
十
五
集
（
三
十
集
・
続
巻
十
五
集
）
総
目
次
」
は

『
日
本
窒
素
史
へ
の
証
言
』（
続
巻
第
十
五
集
、
平
成
四
年
、
二
一
六
～
二
二
五
頁
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
に
と
も
な
う
引
揚
や
ソ
連
抑
留
、
日
窒
の
事
業
展
開
を
知
る

上
で
、
貴
重
な
回
想
で
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
熊

本
県
立
図
書
館
、
九
州
大
学
中
央
図
書
館
な
ど
に
45
冊
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。

付
記　

一
部
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。「
横
書
き
」
も
「
縦
書
き
」
に
変
え
た
。
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満
州
及
び
北
鮮
か
ら
帰
還
し
た
同
胞
の
体
位 

並
に
栄
養
状
態
に
関
す
る
統
計
学
的
研
究

　

第
二
報　

北
鮮
同
胞

 

厚
生
省
博
多
引
揚
援
護
局

 

在
外
同
胞
援
護
会
救
療
部

目　

次

１
．
資　

料

２
．
身　

長

３
．
体　

重

４
．
比
体
重

５
．
総　

括

１
．
資　

料

本
報
告
は
１
９
４
６
年
5
月
19
日
か
ら
6
月
11
日
に
亘
る
間
博
多
港
に
上
陸
し
た

北
鮮
か
ら
の
脱
出
者
３
、１
９
６
名
の
計
測
値
で
あ
る
。
材
料
の
整
理
は
第
一
報
（
註

1
）
と
同
様
で
あ
る
。

脱
出
経
路
は
主
と
し
て
汽
車
を
利
用
し
て
北
緯
38
度
線
附
近
に
至
り
徒
歩
で
米
国

軍
占
領
地
域
に
出
、
京
城
に
集
結
、
京
城
、
釜
山
間
は
汽
車
に
よ
り
、
釜
山
か
ら
乗

船
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
住
地
を
地
方
的
に
分
類
す
る
と
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
東
満
州
と
あ
る
の
は
主
と
し
て
朝
鮮
に
近
接
し
た
石
硯
地
方
在
住
者
又

は
同
地
へ
の
避
難
者
で
、
之
が
集
団
と
な
つ
て
咸
鏡
南
道
の
咸
興
に
脱
出
し
て
来
て
、

し
ば
ら
く
こ
ヽ
に
滞
在
し
て
ゐ
た
も
の
で
、
葫
蘆
島
経
由
で
現
在
帰
還
し
つ
ヽ
あ
る

も
の
と
は
各
種
の
条
件
が
異
る
か
ら
、
本
資
料
の
中
に
含
め
た
。

次
に
資
料
を
年
齢
別
に
分
類
す
る
と
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
。

第一表
  性別 
地方別 男 女 計

咸　鏡　南　道    854 1,071 1,925
　〃　　北　道    290    376    666
平　安　南　道    126      60    186
　〃　　北　道      13      96    109
黄　　海　　道      19      20      39
江　　原　　道      15      24      39
東　南　満　州      77    108    185
其　　　　　他      27      20      47
合　　　　　計 1,421 1,775 3,196
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今
第
二
表
に
よ
り
5
才
階
級
別
人
口
構
成
を
作
製
す
る
と
第
一
図
の
通
り
で
あ
る
。

勿
論
本
資
料
は
脱
出
者
全
員
で
は
な
く
、
一
種
の
見
本
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、
そ

の
結
果
は
略
々
錦
州
地
区
（
満
州
）
の
そ
れ
と
類
似
し
て
ゐ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

即
ち

 

（
1 

）
幼
児
就
中
0
～
5
才
間
が
甚
し
く
少
い
。

 

（
2 

）
男
子
に
あ
っ
て
は
20
～
35
才
間
が
欠
け
て
ゐ
る
。
之
は
終
戦
前
に
於
け
る
召

集
、
終
戦
後
に
於
け
る
強
制
労
働
の
た
め
の
抑
留
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

 

（
3 

）
女
子
の
15
～
20
才
間
が
欠
け
て
ゐ
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
或
は
見
本
の

偶
然
が
原
因
と
し
て
ゐ
る
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
。

第二表
年　齢 男 女 年　齢 男 女
０～１      26      32 27～28      14      45
１～２      36      39 28～29      17      50
２～３      32      39 29～30      33      46
３～４      32      42 30～31      25      28
４～５      52      52 31～32      28      40
５～６      51      48 32～33      20      34
６～７      36      30 33～34      24      34
７～８      37      32 34～35      12      36
８～９      39      36 35～36      24      31
９～10      35      50 36～37      27      34
10～11      38      43 37～38      24      27
11～12      30      47 38～39      26      31
12～13      43      35 39～40      18      20
13～14      34      41 40～41      18      17
14～15      31      40 41～42      16      22
15～16      31      39 42～43      20      21
16～17      19      27 43～44      14      18
17～18      47      28 44～45      12        7
18～19      30      37 45～46      21        8
19～20      40      41 46～47      11      12
20～21      24      32 47～48      18      17
21～22      12      28 48～49      20      13
22～23      15      51 49～50      10        8
23～24      12      47 50～51      11        8
24～25      14      41 51　　    136      99
25～26      13      43 合　計 1,421 1,775
26～27      14      49

尚
本
資
料
の
比
較
に
当
つ
て
は
第
一
報
に
発
表
し
た
錦
州
地
区
よ
り
引
揚
の
日
本

人
及
び
内
地
在
住
の
日
本
人
の
も
の
を
使
用
し
た
。
そ
し
て
前
報
告
と
同
様
6
才
～

以
上
の
も
の
に
就
い
て
の
成
績
を
発
表
す
る
。

２
．
身　

長
（
第
三
表
参
照
）

満
6
～
18
才
迄
の
発
育
期
に
於
け
る
男
子
で
は
本
資
料
が
錦
州
地
区
日
本
人
に
比

べ
て
も
劣
り
、内
地
日
本
に
比
較
す
れ
ば
勿
論
3
～
12
糎
の
大
き
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。

女
子
で
も
錦
州
地
区
日
本
人
及
び
内
地
日
本
人
に
劣
つ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
差
異

（註１ ）満州及び北鮮から帰還した同胞の体位並に栄養状態に関する
統計学術的研究第一報　錦州地区
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は
男
子
に
於
け
る
程
で
は
な
い
様
で
あ
る
。

次
に
各
年
齢
階
級
を
み
る
に
男
女
何
れ
も
年
齢
増
加
と
共
に
身
長
は
増
大
し
て
ゐ

る
が
、
男
子
で
は
20
才
以
後
は
増
減
僅
少
で
、
女
子
で
は
19
才
を
最
高
に
年
齢
増
加

に
従
つ
て
僅
か
乍
ら
身
長
の
減
少
が
あ
る
。

本
資
料
の
男
女
に
就
い
て
は
、
満
10
～
14
才
の
女
子
が
同
年
齢
の
男
子
よ
り
僅
か

乍
ら
優
れ
て
ゐ
る
。
大
略
正
常
な
現
象
で
あ
る
。

３
．
体　

重
（
第
四
表
参
照
）

男
子
に
於
て
満
6
～
18
才
を
見
る
に
内
地
日
本
人
よ
り
は
勿
論
錦
州
地
区
日
本
人

よ
り
も
体
重
の
減
少
が
あ
る
。
殊
に
15
、
16
、
17
才
の
差
は
激
し
い
様
で
あ
る
。

女
子
に
於
て
も
本
資
料
は
内
地
日
本
人
及
び
錦
州
地
区
日
本
人
よ
り
も
減
少
し
て

ゐ
る
。

次
に
男
女
を
比
較
す
れ
ば
満
13
～
17
才
於
て
、
女
子
が
同
齢
の
男
子
よ
り
も
体
重

大
で
あ
る
。

尚
19
才
以
後
の
男
子
に
於
て
は
体
重
の
増
減
は
僅
か
で
あ
る
が
女
子
に
於
て
は
19

才
と
20
才
を
最
大
と
し
て
、
そ
れ
以
後
は
年
齢
増
加
と
共
に
体
重
は
減
少
し
て
ゐ
る
。

４
．
比 

体 

重
（
第
五
表
参
照
）

発
育
期
に
於
け
る
満
6
～
18
才
迄
の
も
の
に
つ
い
て
み
る
に
、
本
資
料
は
男
女
共

に
錦
州
地
区
日
本
人
よ
り
小
さ
く
、
尚
内
地
日
本
人
よ
り
は
更
に
小
で
あ
る
。

本
資
料
が
既
述
の
如
く
身
長
体
重
何
れ
も
、
錦
州
地
区
日
本
人
及
び
内
地
日
本
人

に
劣
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
比
が
小
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
は
錦
州
地
区
日
本
人
よ
り
小
、
内
地
日
本
人
よ
り
は
更
に
小
さ
い
。
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５
．
総　

括

北
鮮
脱
出
者
３
１
９
６
人
の
身
長
、
体
重
及
び
比
体
重
の
平
均
値
を
計
算
せ
る
。

成
績
よ
り
以
下
の
如
き
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

本
資
料
は
各
年
齢
階
級
に
於
け
る
例
数
が
不
充
分
で
あ
り
従
っ
て
誤
差
が
大
き
い

が
大
略
第
一
報
錦
州
地
区
定
住
者
に
於
い
て
み
ら
れ
る
如
き
傾
向
が
窺
は
れ
、
し
か

も
身
長
、
体
重
及
び
比
体
重
何
れ
も
そ
れ
よ
り
劣
つ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

即
ち
身
長
は
満
6
～
18
才
迄
の
発
育
期
の
男
子
に
於
て
、
本
資
料
が
錦
州
地
区
定

住
者
及
び
内
地
在
住
日
本
人
何
れ
よ
り
も
劣
る
。
女
子
に
於
て
は
男
子
に
於
け
る
程

で
は
な
い
が
、
こ
れ
亦
両
者
何
れ
よ
り
も
小
で
あ
る
。

各
年
齢
階
級
に
於
て
は
男
女
共
に
年
齢
増
加
に
つ
れ
て
身
長
が
増
加
す
る
。
そ
し

て
男
子
で
は
20
才
以
後
は
増
減
少
く
、
一
方
女
子
は
年
齢
増
加
と
共
に
身
長
が
僅
少

な
が
ら
減
少
す
る
。

尚
満
10
～
14
才
の
女
子
が
同
年
齢
の
男
子
よ
り
僅
か
な
が
ら
大
き
い
。
略
々
正
常

な
現
象
で
あ
る
。

次
に
体
重
は
満
6
～
18
才
に
於
て
男
子
で
は
内
地
在
住
日
本
人
よ
り
は
勿
論
錦
州

地
区
定
住
者
よ
り
も
減
少
し
、
殊
に
15
～
16
、
17
才
に
於
け
る
差
は
著
し
い
。
同
様

女
子
に
於
て
も
両
比
較
資
料
よ
り
劣
つ
て
ゐ
る
。
本
資
料
の
男
女
を
比
べ
れ
ば
満
13

～
17
才
に
於
て
女
子
が
同
齢
の
男
子
よ
り
体
重
が
大
き
い
。

19
才
以
後
の
男
子
は
体
重
の
増
減
少
く
、
女
子
は
年
齢
増
加
と
共
に
体
重
は
減
少

す
る
。

尚
比
体
重
は
発
育
前
に
於
け
る
満
6
～
18
才
迄
の
で
は
男
女
共
に
錦
州
地
区
定
住

者
よ
り
小
さ
く
、
な
ほ
内
地
日
本
人
よ
り
は
更
に
小
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
資
料
の
各

年
齢
階
級
に
於
け
る
比
体
重
が
内
地
在
住
日
本
人
の
そ
れ
に
比
較
し
て
大
略
1
才
は

遅
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

以
上
を
概
括
し
て
、
身
長
、
体
重
及
び
比
体
重
だ
け
か
ら
栄
養
状
態
を
推
察
す
れ

ば
本
資
料
の
発
育
期
に
於
け
る
も
の
は
大
略
1
年
の
発
育
遅
滞
が
あ
る
様
で
あ
る
。


